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助成活動名 不登校、発達障がいなど何かしらの困難を抱える子どもや親の居場所・相談支援 

助成額  1,000,000 円 

活動内容 

目的 

①療育手帳等基準に満たない子どもへの支援 
上記の子ども達は利用できる福祉支援が少ない現状を知り、子どもの居場所の利
用を 
最初の入口として、当法人でできる支援や専門機関に繋ぐ活動を行ってきた。 
「誰でも利用できる地域の受け皿」の必要性を感じ、手帳の有無に関わらず、 
その子らしく過ごすことのできる居場所づくりを目的としている。 
 
②保護者支援 
ワンオペ育児と言われる状態は子育ての悩みを一人で抱え込みやすい為、ピアサ
ポート（座談会）や専門知識を持った相談員の個別相談に繋げてきた。 
個別相談で現状受容が進み、座談会に参加する気力を取り戻された方もいて、活
動の継続の必要性を感じている。また、保護者自身にも支援が必要であることに
気づくケースもある。きめ細かな困り感の拾い上げに力を注ぎ、保護者個別相談
の実施、支援窓口の紹介など、虐待や生活困窮に陥る前の対策を講じることを目
的としている。 
 
③支援者同士の連携 
地域の方から、虐待を懸念するケースの情報も寄せられるようになってきた。
様々な相談窓口や支援団体と連携を取り、状況に応じた専門的な支援に繋げるこ
とも目的としている。 
 

内容 

① あそび空間ガジュマル（ICT 部門） 
・月 1 回第 2 日曜開催 
・北区庭瀬 2-1-207 で実施。 
・参加者 1 名～6 名程度 
良質なパソコンゲーム（マインクラフト）を体験し、パソコン操作に慣れ親しみ
ながら、社会性を育む活動を行っている。 
PC を 2 台購入できたことでマルチプレイが可能となり、協働作業が出来るなど
可能性が広がった。また、この活動により不登校児の外出のきっかけを作ること
ができた。参加者同士が教えあったり譲り合ったりする中で、仲間意識が芽生え、
自己肯定感が得られるような体験の場を提供できた。 
 
② あそび空間ガジュマル（子どもの居場所作り事業） 
・月 1 回第二日曜日開催 
・参加者延べ人数 124 名 
地域のお子さんの居場所として開放。また、保護者や地域の大人の交流の場とも
なっている。 
今年度はスライムづくり等の工作のワークショップや、自由遊び体験会（プレー
パーク）を実施。自由遊び体験会では事業所園庭を開放し、穴掘りや泥遊び、虫
取りや草木を使ったおままごと等、子ども独自の自由な発想で、自然と戯れなが
らのびのびと遊ぶことのできる場を提供した。 
 



③ 多様な学びを応援する会おぱーる（個別相談会、保護者座談会、学習会を開
催） 
＜トーク会（保護者座談会）＞ 
発達障害及び発達障害傾向にある子どもの保護者のピアサポートを目的とし、育
児の悩みの共有や支援情報の発信を行う。 
・偶数月第 3 日曜（年 6 回実施） 
・参加者延べ人数 33 名 
・吉備公民館にて開催 
 
＜個別相談会＞ 
育児に関する相談を行う。 
・ 回実施 
・相談者利用者延べ人数 35 名 
 
＜子育てに関する講演会の開催＞ 
・年１回実施 
・参加者延べ人数 30 名 
・吉備公民館にて開催 
 
④ 居場所づくり(子どもの居場所、親子サロン等)立ち上げ支援 
子どもの居場所作りの活動を始めたい方へ、ノウハウや活動場所を提供、および
活動開始後のサポートを行う。 
・随時実施 
 

当初の
計画か
らの変
更点 

防災講座の開催を計画していたが、日程の調整が合わず開催を見送った。開催実
現に向けて準備中である。 
 
 
 

成果 

・地域の方向けに「子育て講座」を開催。 
参加者からは「心が軽くなった」「子育てを楽しもうと思えた」等、エンパワメ
ントの効果を感じるような感想を多くいただいた。また、子育て支援に携わる方
の交流の場ともなり、地域への活動周知や協力者の増加にも繋がった。 
 
・スタッフ向けに「傾聴スキルアップ(基礎編・実践編)研修」を行った。 
ロールプレイなどのワークを通し、多様な悩みや不安に寄り添う為のスキルをつ
ける事ができた。 
 
・不登校や発達障害等の為、何らかの子育ての困難さを感じている親御さんを対
象にした座談会では、深くじっくり話すことのできる会を実施できている。新し
い参加者が来た回では、常連の参加者が情報共有やアドバイスをしてくれ、また
2 年ぶりの参加者が来てくれた回では、よく来たね元気だった？とみんなで迎え
入れた。いつでも来ていただけるように、会を継続していくことを念頭に休まず
続けてきて、久しぶりにまた行ってみようと思いだしてくれた人が戻って来れる
場所を作れた。 
 
・個別相談では、相談を進めるうちに、夫からの精神的 DV の被害に遭ってい
ることに気付づくというケースもあった。 
1 人 1 人丁寧に悩みに寄り添い、心の負担感の軽減に努めると共に、福祉サービ
スの利用等、具体的な手立てに繋げることができた。 
 
・子どもの居場所づくりの活動では、お子さんとの何気ない会話の中から、虐待
の早期発見に繋がる情報(栄養状態、家庭状況、過度な叱責の有無、DV 被害の
可能性等)にもアンテナを張るように心掛け、行政の専門機関とも連携をとって
いる。地域の方からも「気になる家庭」の情報が寄せられることもあり、虐待に
至る前の地域セーフティネットとしての役割を担えるようになってきた 

今後の課題と 1、＜スタッフのメンタルヘルスケア(共感性疲労、ニ次受傷、燃え尽き症候群等への対応)



対応策 研修の継続について＞ 
時にはスタッフの心理的負担が大きいケースもあり、スタッフ自身で自分の心を守る術(メ
ンタルヘルスケア)を身につけていくことが必要である。引き続き研修等を行い、スキルア
ップに努めたい。しかし、講師料などの研修費用の捻出が課題である。収益事業部門（障
害福祉支援事業所）の安定運営を目指しているところではあるが、物価高騰の影響もあり、
資金捻出に苦戦しているのが実情。開催回数が限られる中で、実践に結び付くような質の
高い内容の研修を企画する。 
 
2、＜団体立ち上げ及び活動継続支援について＞ 
当団体の活動を知り参考にしたいとのご要望をいただく機会が増えた。的確な情報提供を
行う為にも、今後は当団体の取り組みのノウハウをまとめ、コンテンツ化することが課題
である。来年度は他団体への見学会を計画している。 
 
３、＜減災・防災教育の普及について＞ 
障害児(者)は、災害時に避難所で過ごす事が難しい事が多く、孤立化しやすい。平時から
当団体の居場所活動拠点は災害時の「安全基地」という認識を広めておくことで、発災後
の支援活動がスムーズに行えるのではと考えている。地域の方の協力を得る為にも、減災・
防災の必要性について周知を進めていくことが課題である。来年度は防災講座の開催を企
画している。 
 

写真の提出 下部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２０２４ あそび空間ガジュマル 活動風景 
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